
■市民・団体からの要望 

市役所来庁者への聞き取り ≪令和７年２月６日（木）～２月 28日（金）≫ 

 

●庁舎移転・ゾーニングに関すること 

➢ 若い人が集まれる場所は欲しい。（男性：10歳代プラザ庁舎利用者） 

➢ コミュニティスペースは飲み物が飲めるからよい。（男性：10歳代プラザ庁舎利用者） 

➢ カフェは効果的かどうかわからない。中高生のたまり場にならないか。 

（男性：10歳代プラザ庁舎利用者） 

➢ 図書館外のコミュニティスペースは飲食するおじさんが多い。（女性：70歳代本庁舎利用者） 

➢ １階にイートインがあり、２階にカフェなどが誘致できれば、３階のコミュニティスペースは庁

舎として利用した方がよい。（女性：70歳代本庁舎利用者） 

➢ 窓口が集まるのはよいが、一度にそんなに利用することはない。（男性：60歳代本庁舎利用者） 

➢ 待合スペースを広く取ってほしい。（男性：60歳代本庁舎利用者） 

➢ クロスワークセンターか図書館横で勉強している。落ち着けるのでありがたい。 

（男性：10歳代プラザ庁舎利用者） 

➢ 庁舎は大切なので真剣に議論してほしい。（男性：70歳代プラザ庁舎利用者） 

➢ ミップルの会議室は利用したことがない（男性：70歳代プラザ庁舎利用者） 

➢ にっこりあは便利。（女性：30歳代プラザ庁舎利用者） 

➢ 幼児を連れて手続きに行くとき、ちょっと見てもらえると助かる。（女性：本庁舎利用者） 

➢ 市民が活用できるスペースを確保して、その活用方法について意見を聞くべき。 

（男性：40歳代本庁舎利用者） 

➢ 駐車場からバリアフリーで行けるようにしてほしい。（男性：本庁舎利用者） 

➢ 父の死亡の時、いろんな手続きで本庁舎とミップル庁舎を何度も往復した。手続きが一か所で済

むようにしてほしい。（男性：本庁舎利用者） 

➢ ミニコンサートができるスペースがあれば良い。（男性：本庁舎利用者） 

➢ インターネットで手続きが済むようにしてほしい。（女性：本庁舎利用者） 

➢ 窓口部門フロアには落ち着いた BGMを流して、居心地をよくする工夫をしてほしい。 

（女性：本庁舎利用者） 

➢ お金がかかるが、駐車場と正面玄関の間に屋根を付けてほしい。（男性：本庁舎利用者） 

 

●ミップル及び周辺整備に関すること 

➢ ミップル２階で買い物することはない。平日の昼間は誰もいない。 

（男性：70歳代プラザ庁舎利用者） 

➢ ミップルは駐車場が広いので良い。（男性：60歳代本庁舎利用者） 

 

●その他 

➢ 市役所は１年に 1度も行かない。用事がない。（女性：30歳代プラザ庁舎利用者） 

➢ はっきり言って庁舎の移転は関心がない。（男性：10歳代プラザ庁舎利用者） 

➢ 移転プランは職員がミップルに移動するだけなので意見はない。（男性：40歳代本庁舎利用者） 

➢ 本庁舎の跡地利用が気になる。（男性：40歳代本庁舎利用者） 

➢ 浜町周辺イベントに参加するとき、ミップル駐車場を使わせてほしい。（女性：本庁舎利用者） 

➢ 働き方改革や DXの進展もあるので、開庁時間をミップルと同じ９時からにしてはどうか。 

（男性：40歳代本庁舎利用者） 

協議資料②-１ 



■市民と市長との座談会における庁舎移転に関する意見 

・令和７年２月 20日（木）南部会場 

２月 27日（木）北部会場 

 

●庁舎移転・ゾーニングに関すること 

➢ 海岸付近は津波被害が心配だが、避難などはどのように考えているか。 

  →検討委員会でも議論された。京都府の津波シミュレーションでは浸水想定 30㎝メートルである。 

   万が一の時は、垂直避難（高層階への避難）となる。しっかり対策していく。 

➢ 埋立地であり液状化現象が心配である。 

  →市街地は山地と海岸に挟まれており 100％安全な場所はない。大規模地震の際には液状化現象も

想定されるが、ミップル建物は深いところまで杭が打ち込んであり倒壊はないと思う。 

➢ ２階売り場がなくなることが心配である。 

  →検討委員会でも議論された。㈱さとうにはしっかりと伝えていく。 

➢ ミップル建物をあとどのくらい使用するつもりなのか。 

  →まもなく 30年を経過する建物であるが、メンテナンスをしっかりしてあと 50年程度使用できる

ようにする。 

 

●ミップル及び周辺整備に関すること 

➢ 島崎・浜町の再開発に期待する。海が見える場所であり、市民と観光客が交流できる場所になる

とよい。 

 

●その他 

➢ 現庁舎の利活用は考えているのか。耐震補強して使えないのか。 

  →本庁舎は躯体が劣化、腐食しており、耐震補強するに値しない。移転後の本庁舎の活用は、別途、

委員会を設けるなどして考えていく。 

 

 

 

■にっこりあからの意見・要望 

 意見聴取日：２月 17日  相手方：センター長ほか４名 

 ・利用者と話をする中、こども未来課や保健師に繋ぐことがあるため、同じフロアの方が連携が取り

やすい 

 

■結からの意見・要望 

 意見聴取日：２月 18日  相手方：管理者ほか２名 

 ・現在の場所での事業継続を希望（整備内容やゾーニングに対する意見はなし） 

 


